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今月の主な内容 主な行事予定

○成人式
○亀田興毅来島（WBC世界フライ級チャンピオン）

○「春一番」出発式
○植樹祭

○小・中学校入学式　４月　６日
○戦艦大和慰霊祭　　４月　７日
○クリーン作戦　　　４月１８日

成人式
東部

西部

中部
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　新成人の新しい門出を祝う成人式が、１月５日（火）
ほーらい館（癒てぃなホール）において行われました。
会場には、袴やスーツ・振り袖姿で身を包んだ111人（男
子60人・女子51人）の新成人が大人の仲間入りをしまし
た。
　式典では、時任武男教育長が「民法にも、満20歳をもっ
て成人となす。と制定されているようにこれからは、すべ
ての言動・行動に責任のもてる大人になってください」と
式辞を述べました。大久保明（町長）・上木勲（議長）・
中熊亮仁（選挙管理委員長）の祝辞に続き新成人を代表し
て杉澤栄美子さんが「多くの方々に支えられて、今の自分
があることを決して忘れることなく、日々努力していきま
す」と謝辞を述べました。
　アトラクションでは、バンド演奏・日舞・島唄などで新
成人を祝福しました。式後も写真を撮り合ったり先生や友
人との久しぶりの再会に話が弾み、会場は和やかな雰囲気
に包まれていました。
　育ててくれた両親や故郷への感謝の気持ちを忘れずに、
将来の目標に向かって頑張ってほしいと思います。

おめ
でとう新成人
20歳の門出!!

謝辞を述べる杉澤栄美子さん

喜山堅太君と林朱里さんに
よる青春のメッセージ

式典終了後、友人らと笑顔で
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　１月21日（木）、ＷＢＣ世界フライ級チャンピォンの亀
田興毅選手と、父の史郎さんがキャンプ地の視察という事
で来島されました。夕方からは子どもたちとの交流会に続
き、祝賀会・激励会がほーらい館（癒てぃなホール）で約
300人のファンや関係者が出席し、亀田興毅選手の偉業を
たたえました。

　１月31日（日）ほーらい館（癒てぃなホール）において、赤
土新ばれいしょ「春一番」出発式が行われました。
　出発式には生産者や市場関係者が参加。来賓祝辞に続き市場
関係者から、「植え付け時の降雨や干ばつで発芽が遅れた為、
少し不安要素がありましたが、年末年始の天候回復によりほぼ
平年並みの生育状況。又、選果場には新しい選果機が導入さ
れ、受け入れ管理が十分できるようになり良品質の商品が、消 

　２月９日(火)に第54回奄美群島地区植樹祭が、ほーらい館（癒てぃなホ
ール）で行われ、全郡から約170名の参加がありました。式典は、木場育美
さんの島唄で始まり、森林・林業関係者の各種表彰が行われ、伊仙町から
は、いこいの里「やどぅり」を地元産のリュウキュウマツで積極的に活用し
たとして、西犬田布自冶会塩組合と、鳥獣保護思想の普及や猟銃取締りに貢
献された、義憲和さんが表彰を受けました。
　その後記念植樹に移り、ほーらい館の花園に桜・コバノサンダンカ・イジ
ュ・タブノキ等約10種類の木々が、植樹されました。２・３年後が楽しみ
です。

　２月４日（木）徳之島高校の西山一志先生と井上彰先生を講師に招
いて、喜念小学校恒例の黒糖づくりを行いました。心強い助っ人とし
て保護者や地域の人々27名も集まりました。
　喜念小学校では、昭和58年から郷土学習の一環として黒糖作りが始
まりました。途中中断もありましたが、冬場の恒例行事として続いて
おり、創立百周年には、記念にサタ小屋も作りました。
　黒糖作りは、まず、サタグンマを10人がかりで１時間程動かしてキビをしぼり、次にキビ汁を子どもたち
が小さな鍋３つに入れ、保護者の方たちが、大鍋に入れかき混ぜながら煮詰めていきます。１時間以上煮詰め
て、甘い香りを漂わせて黒糖の出来上がりです。出来たばかりの少し柔らかな黒糖を棒にからめて「懐かし
い。おいしい。」と頬ばる地域の方もいらっしゃいました。最後は、できた黒糖をお母さんたちが、食べやす
い大きさに割り、袋に詰めてお世話になった人たちへお裾分けをしました。

　チャンピォンへのインタビュー・コーナーでは、父史郎さんへの子育ての質問がありました。「自
分で決めた事は何事も最後までやりぬく事」だそうです。
　又、徳之島長寿食材として、赤土ばれいしょ・鹿児島黒毛和牛肉・黒糖焼酎・長寿の島の水・黒
糖・有機グワバ茶・たんかん等が贈呈され、最後は六調でしめました。
　島の子どもたちに元気と勇気を与えてくれました。これからの活躍を期待しています。

費者に提供出来る。」との報告がありました。テープカット・頑張ろう三唱で気勢を上げ今年の豊作、高値販
売に期待を込めました。
　式典後、百菜前広場では「じゃがいもまつり」があり新じゃがで作った料理（カレーやコロッケ）や即売が
人気を集め、新鮮な地場産のバレイショや野菜等を買い求めるひとたちでにぎわいました。

亀

赤

奄

喜

田興毅祝賀会・激励会

土新ばれいしょ「春一番」出発式

美群島地区植樹祭

念小学校黒糖づくり
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　今期の製糖操業は、大きなトラブルや災害も
無く順調に推移し、工場の操業は１月24日現在
で35.9％の進捗となりました。
　しかし、工場には、さとうきびと共に、「金
属類」が毎日のように搬入され、工場操業の大
きな妨げとなっています。その中でも、最近特
に目に付くのが「空き缶」類の多さです。この
ような空き缶は、走行中の車から畑の中に「ポ
イ捨て」された物だと考えられますが、我々の
「美しい故郷」を守るためにも、御協力を宜し
くお願いいたします。

南西糖業株式会社

南西糖業から空き缶
「ポイ捨て」禁止のお願い

　お祝い事の増えるこれからの時期、島ならではのお返し品や贈り物はいかがですか？百菜では
贈答品・お祝いのお返し品など多数取り揃えて皆様のお越しをお待ちしております。また、今が
旬の新ジャガや、タンカンの島外発送。惣菜部門では盛り皿やバイキングのご注文も，受け付け
ております。今後とも直売所“百菜”を宜しくお願い致します。

●電　　話：0997 ‐ 86 ‐ 2793　　 ＦＡＸ：０９９７−８６−３８８６
● U R L：ht tp : //100-sa i . j p
●営業時間：直売所”百菜”＆ Cafe きゅっきゅっ　　　9:00 〜 19:00
●定 休 日：毎週月曜日

直 売所“百菜”からのお知らせ

環 境課からのお願い
１）犬の放し飼いについて
　　最近、犬の放し飼いによる苦情が非常に多く寄せられています。放し飼いの犬
　が危害を与えると飼い主が責任を負わなければなりません。そのようなことがな
　いよう鎖や紐につないで飼いましょう。
２）ゴミの出し方について
　　ゴミ出しは、決められた曜日にきちんと分別して決められた場所に必ず収集日
　の朝に出してください。また、ゴミ袋には、必ず名前を書いて出しましょう。
３）不法投棄について
　　町内、各所にゴミ等の不法投棄が見受けられます。ゴミを違法に捨てた者は、
　５年以下の懲役・1,000 万円以下の罰金に処せられます。

※上記の件についての問い合わせ先：℡ 0997-86-3111（内線 69）（伊仙町役場環境課）

　任期満了に伴う伊仙町議会議員選挙で、14名の方が
当選されました。議員構成は、下記のとおりです。



　次の行為は法律に違反することをご存じですか？
①自家用車で人を運び、金品を受け取ること。
②貨物運送事業者が、荷物と一緒に人を運ぶこと。
③運転代行業者が、代行車（随伴車）に人を乗せて運ぶ
こと。
　自家用自動車（「白」または「黄」ナンバー）、または、
貨物運送事業用自動車（「緑」または「黒」ナンバー）
の車両で、旅客（人）を運送し、金品を受け取ることは、
道路運送法により禁止されています。
　住民の皆さんは、上記車両を、バスやタクシー代わり
に利用しないようお願いします。

※これらに関する相談、お問い合わせ等は、
　下記までご連絡下さい。
九州運輸局鹿児島運輸支局（℡：099-261-9192）
大島自動車検査登録事務所（℡：0997-52-0757）

　㈳日本損害保険協会では、交通事故でお困りの方々
の自賠責保険や任意自動車保険の請求について、無料
で相談に応じています。
　○相談日　（電話相談可）
　　月曜日〜金曜日　（祝日除く）
　　　９時〜１２時
　　１３時〜１７時
　○弁護士無料相談（予約制、面談可能な方のみ）
　　　毎月第２・４木曜日　１３時〜１６時
　※お問い合わせ先（電話相談、予約）
　　鹿児島自動車保険請求相談センター
　　　　　　　　　℡０９９（２５２）３４６６
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州運輸局鹿児島運輸支局
からのお知らせ

通事故無料相談九 交

（内線63）
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厚労省 平成21年度  新パッケージ事業（3月期行事日程）

※受講料は無料です。厚労省 平成22年度  地域雇用創造推進事業
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　国税庁のホームページに掲載している確定申告書等作成コーナーでは、画面案内に従って金額等を入力すること
により、確定申告書等を作成することができます。（http://www.nta.go.jp）
　税務署の申告相談会場に出向かなくても作成した確定申告書等は印刷して税務署へ郵送等により提出することが
できます。また、電子申告用データを作成すれば、電子申告（e-Tax）により申告等を行うことができます（贈与
税を除く。）。なお、e-Taxを利用して所得税の確定申告をされると、
　①　本人の電子署名及び電子証明書を付けて申告期限までに申告された方は、所得税の額から５千円（その年分
　　の所得税を限度とします。）を控除することができます（この控除の適用は、平成19年分から平成22年分の
　　間でいずれか１回です。）。
　②　医療費の領収書や源泉徴収票等の提出又は提示に代えて、その記載内容を入力して送信することができます
　　（申告期限から３年間は、税務署長の要求に対し提出又は提示義務があります。）。
　③　電子申告を利用して申告された還付申告は早期処理しています（おおむね３週間程度）。
　④　e-Taxで納税証明書の交付請求を行うと手数料が安価です（証明書は電子ファイルの発行のほか、書面での
　　発行も請求できます。）。
　　詳細はe-Taxホームページをご覧ください。（http://www.e-tax.nta.go.jp）

　平成21年分確定申告分の納付期限は次のとおりです。
　　　申告所得税の納付期限……………………………………平成22年３月15日（月）
　　　消費税及び地方消費税（個人事業者）の納付期限……平成22年３月31日（水）
　納税は、お近くの銀行（日本銀行歳入代理店）などの金融機関やゆうちょ銀行、税務署の窓口でも受け付けてい
ます。
　また、申告所得税と消費税及び地方消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯金口座から自動的に振り替
える「振替納税」が大変便利です。まだ利用されていない方は、是非ご利用ください。
　振替納税の振替日は次のとおりです。
　　　申告所得税の振替日………………………………………平成22年４月22日（木）
　　　消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日………平成22年４月27日（火）
なお、納付期限に遅れた場合又は口座振替ができなかった場合は、納付期限の翌日から延滞税がかかりますのでご
注意ください。
納税や「振替納税」のことでお分かりにならないことがありましたら、最寄りの税務署にお尋ねください。
　大島税務署（電話　0997—52—4321）※自動音声案内

国税庁から
○国税庁ホームページで確定申告書等作成コーナーを提供しています

○期限内納付と振替期日
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総人口＝7,406
　男　＝3,692
　女　＝3,714
世　帯＝3,563

人口の動き
（22年１月31日現在）

出　生＝6
死　亡＝15
転　入＝21
転　出＝16
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平成21年度地域情報通信技術利活用推進交付金（ユビキタスタウン構想推進事業）
長寿・子宝・子育ての町づくり講演会

　前半は、子どものかかる病気についての説明、見分け方とそ
の対処法などのお話。後半は発達障害について・・・。　その
特性をいかに理解してあげ、どうかかわっていくかで子どもた
ちは変わるという話。最後に、「人間を救うのは人間！」としめ
くくられました。

　講演では、長生きの秘訣や、手作りおもちゃの作り方・棒た
いそう等「長生きをすれば良いことある。」曻地先生は、９９歳
から４年連続世界一周講演旅行するなど、１０３歳とは思えな
い行動力。聞いていて生きる力が沸いてくるような講演でした。
最後は黒田節を披露しました。

　「家庭ですること。伸ばすコツ」と・・・。家の中で生き生き
していれば学校も楽しめる。簡単なワーク形式で、リフレイミ
グ　（否定的な見方を別な見方とすることで是定的な見方に変え
ていく）を実現した楽しい講演。参加した方々が、アンケート
にて「自分の意識を変えて、楽しく過ごしていきたい。」と答え
ていました。

　今回沖縄（石垣市）より来島頂いて、禁煙指導として特別に
面縄小学校、伊仙小学校、伊仙中学校にお邪魔し講演をして頂
きました。
　タバコの害について学び怖さも充分に伝えることが出来た内
容でした。

　親子で、楽しく一緒に遊ぼう！
ふれあいをテーマにギターとピア
ノに合わせた歌で、大人も子ども
も汗をかきながら楽しみました。

現代の子どもの病気・
発達障害について

（１月２９日）
　講師に谷　均史先生

私の夢と題して
（２月１３日）

　講師に曻地三郎先生

子育ての悩みについて
（２月４日）

　講師に今村葉子先生

医者いらずになるため
の医者の話
（２月１７日）

　講師に城所望先生

あそびうた（２月７日）
講師に二本松はじめ先生


